
今月のテーマ「地域支え合い」政令指定都市・区制移行30周年

政令指定都市・区制移行30周年に当たり、さまざまなテーマに
沿って、これまでを振り返り、これからを展望していきます。
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ぼ
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指
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。
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。

　
平
成
18
年
以
降
、
中
学
校
区
を
基
本
に
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を
推
進
。
関

係
機
関
が
連
携
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進
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ク
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取
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事
業
で
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地
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が
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っ
て
交

通
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保
す
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取
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を
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齢
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て
い
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す
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内
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や
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域
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括
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援
セ
ン
タ
ー
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学

校
な
ど
多
様
な
主
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が
一
緒
に
な
っ
て
地
域

づ
く
り
に
関
わ
り
、
誰
も
が
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

■プロフィール ／ 生活支援コーディ
ネーター、認知症地域支援推進員。介
護・福祉分野を中心に、高齢者の生活
相談や暮らしのサポート、地域活動の推
進などに携わっている

岩井 直子さん

小松島地域包括支援センター 
所長

　仙台市内に52カ所設けられている地域
包括支援センターは、高齢者支援の窓口。
各センターに生活支援コーディネーター・
認知症地域支援推進員が配置され、高齢
者の暮らしや地域活動をサポートしてい
ます。その一つである小松島地域包括支
援センターは、幸町中学校と鶴谷中学校
の一部区域を担当。地域の諸団体や住民
も交えながら、地域づくりに向けた話し
合いを重ねています。
　小松島地域の課題としてまず挙げられ
たのが、近所付き合いやコミュニケーショ
ンの減少。もっと気軽に相談できる機会
や身近なことを語り合える場が欲しいと
いうことで、平成28年から毎月１回小松
島コミュニティ・センターで、「談話室コ
ミセン」を開催しています。
　また次の課題として見えてきたのが、
孤立や孤独死の防止。周りの人との交流
が増えるきっかけになればと、今年、町
内行事や福祉活動などをお知らせする情
報誌を地域の諸団体と共に作成・配布し
ました。今後は防災などに関する情報発
信も必要ではないかと、意見交換を進め
ているところです。
　このほかにも、福祉教育の一環で認知
症について分かりやすく学んでもらえる
よう、小・中学校で出前教室を行う「わ

いわいハッピー劇団」や、ボランティア
グループ「幸町南きずな会」など、地域
の方々と一緒にたくさんの取り組みを作
り上げています。これらを通じて学んだ
のが、活動の継続がとても重要だという
こと。組織を立ち上げて終わりではなく、
時間をかけて続けていくことで、地域が
育っていくのだと思います。
　福祉というと暗いイメージを持たれが
ちですが、実際に地域活動に参加してい
る方からは「楽しいから続けたい」とい
う声が多いです。「人との関わりが増えて、
人生が豊かになった」、「地域が元気になっ
ていくのがうれしい」。そんな言葉をいた
だくことも増え、お互いさまの精神や支
え合いの広がりを感じています。

小・中学校で行う「わいわいハッピー劇団」
の出前教室。認知症について学び、子ども
たちも一緒に支え合う地域を目指します
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